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Ｑ

要
介
護
認
定
は
、
要
支
援

か
ら
要
介
護
５
ま
で
６
段
階
に

分
か
れ
る
そ
う
で
す
が
、
要
介

護
１
と
は
、
ど
の
よ
う
な
身
体

の
状
態
の
こ
と
を
い
う
の
で
す

か
？

Ａ
　
要
介
護
１
と
は
、
部
分
的

な
介
護
を
要
す
る
状
態
で
、
平

均
的
な
身
体
の
状
態
は
、
表
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。
表
に
示
し

た
状
態
と
同
じ
程
度
の
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
な
人
が
、
要
介
護
１

に
該
当
し
ま
す
。

要
介
護
１
と
認
定
さ
れ
た
人

このほかに短期入所サービスが６カ月に２週間程度利用
できるほか、車いすなどの福祉用具を借りることもでき
ます。
※表の例は、要介護１と認定された人が利用できるサービ
スの一例で、このようなサービスを選ばなければならな
いものではありません

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

11
月
22
日
に
「
市
社
会
福
祉
功

労
者
表
彰
式
」
を
開
催
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
社

会
福
祉
事
業
に
協
力
し
、
功
労

の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
表
彰
を
受
け
た
の
は
、

44
人
の
個
人
と
４
団
体
で
す
。

（
敬
称
略
）

�
個
人
�
▽
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
連
合
会
…
徳
橋
フ

サ
（
新
潟
地
区
）
、
織
田
幸
子

（
湊
地
区
）、
坂
井
博
（
真
砂
地

区
）、
関
笑
子
（
東
青
山
地
区
）、

渡
辺
千
弥
子
（
石
山
東
地
区
）、

増
井
ケ
イ
子
（
木
戸
１
地
区
）、

金
子
昇
（
木
戸
２
地
区
）
▽
市

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
連
合
会

…
岡
嶋
慎
一
郎
（
小
針
８
）
▽

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
…
小
澤

四
郎
（
関
屋
堀
割
町
）
▽
本
庁

第
２
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
…

中
川
悌
介
（
附
船
町
２
）
▽
東

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
…
本
間

康
司
（
牡
丹
山
４
）
▽
西
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
…
朝
妻
稔

（
谷
内
）
▽
坂
井
輪
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
…
名
古
屋
昭
吉

（
小
針
２
）
、
土
橋
繁
（
小
針

３
）
、
宇
田
シ
ズ
子
（
西
小
針

台
３
）
▽
石
山
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
…
堀
貫
威
（
中
野
山

１
）、
佐
藤
政
治
（
新
石
山
１
）

▽
新
潟
も
ぐ
ら
会
…
小
島
武
志

（
平
島
１
）
▽
市
社
会
福
祉
協

議
会
…
伊
藤
中
亥
、
伊
藤
キ
イ

（
関
屋
堀
割
町
）
▽
市
社
会
事

業
協
会
…
田
巻
宏
美
、
丸
山
真

由
美
、
遠
藤
清
美
、
北
村
文
子
、

清
水
里
美
、
高
橋
陽
子
、
太
子

佳
代
子
、
児
玉
陽
子
、
藤
田
薫
、

堀
実
子
、
五
十
嵐
洋
子
、
栗
林

正
子
（
信
楽
園
病
院
）
、
皆
木

晴
好
（
有
明
園
）
▽
市
有
明
福

祉
事
業
協
会
…
鈴
木
安
江
（
有

明
荘
）、
笠
原
薫
（
有
明
保
育
園
）

▽
更
生
慈
仁
会
…
奥
州
由
美
子

（
十
字
園
）
▽
市
私
立
保
育
園
協

会
…
吉
村
直
美
（
阿
賀
野
保
育

園
）、
小
野
直
子
（
み
つ
ば
ち
保

育
園
）、
小
林
尚
子
（
馬
越
子
安

保
育
園
）
、
本
多
由
美
（
真
行

保
育
園
）
、
福
田
淳
子
（
松
の

実
保
育
園
）
、
大
田
教
子
（
み

な
と
福
祉
保
育
園
）、
船
久
保
由

美
子
（
み
つ
ば
ち
第
２
保
育
園
）、

小
林
絹
子
（
岡
山
保
育
園
）

�
団
体
�
▽
国
立
療
養
所
西
新

潟
中
央
病
院
…
あ
か
し
や
火
曜

会
、
あ
か
し
や
水
曜
会
、
天
理

教
新
潟
西
支
部
、
新
潟
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
西
新
潟
中
央
病
院

グ
ル
ー
プ

骨
髄
バ
ン
ク
は
、
白
血
病
な

ど
の
難
病
に
苦
し
む
人
に
、
骨

髄
液
を
提
供
す
る
ド
ナ
ー
を
登

録
す
る
制
度
で
す
。

骨
髄
移
植
に
は
、
患
者
と
ド

ナ
ー
の
白
血
球
の
型
（
Ｈ
Ｌ
Ａ

型
）
の
一
致
が
必
要
。
し
か
し
、

Ｈ
Ｌ
Ａ
型
が
一
致
す
る
の
は
、

数
百
人
か
ら
数
万
人
に
１
人
と

非
常
に
低
い
確
率
で
す
。
提
供

者
が
現
れ
な
い
た
め
に
、
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
患

者
が
大
勢
い
ま
す
。

ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
の
は
、

20
歳
以
上
50
歳
以
下
で
、
体
重

が
男
性
45
�
以
上
、
女
性
40
�

以
上
の
人
。
骨
髄
提
供
の
内
容

を
十
分
に
理
解
し
、
骨
髄
提
供

に
つ
い
て
家
族
の
同
意
を
得
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
骨

髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
登
録
日

時
の
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
の
手
続
き
は
、
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
東
堀
献
血
ル
ー

ム
で
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
の
窓
口
な
ど

で
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予
約
受
け
付
け
　
骨
髄
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
（
�
２
３
０
・
１
７

０
２
）
へ
　
※
月
曜
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ

保
健
所
総
務
課

（
�
内
線
３
６
１
２
）
へ

知
的
障
害
者
更
生
施
設
「
十

字
園
」
（
上
新
栄
町
、
社
会
福

祉
法
人
更
生
慈
仁
会
）
で
は
、

築
後
25
年
が
経
過
し
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
増
改

築
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
来

年
10
月
に
は
、
新
し
い
施
設
で

の
運
営
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

同
施
設
で
は
、
増
改
築
に
伴

い
入
所
者
を
30
人
増
員
し
ま
す
。

入
所
を
希
望
す
る
人
は
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
後
、
順
次
訪
問
調

査
な
ど
を
行
い
ま
す
。
日
時
に

つ
い
て
は
後
日
ご
連
絡
し
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
の
知
的
障
害

者
で
在
宅
生
活
が
困
難
な
人
（
原

則
18
歳
以
上
65
歳
未
満
）
30
人

申
し
込
み

来
年
１
月
７
日
ま

で
に
電
話
で
障
害
福
祉
課
（
�

内
線
２
６
２
５
）
へ

は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
１
カ
月
の

利
用
限
度
額
（
見
込
額
）
17
万

円
の
範
囲
内
で
自
由
に
組
み
合

わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
施
設
に
入
所
（
入

院
）
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

利
用
者
は
、
費
用
の
１
割

を
自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
、
施
設
に
入
所
し
た
場
合

は
、
費
用
の
ほ
か
に
食
費
の

一
部
負
担
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課

（
�
内
線
２
７
７
３
）
へ

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す

る
第
７
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
だ

申
請
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い

人
は
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

支
給
方
法

戦
没
者
１
人
に
つ

い
て
、
額
面
24
万
円
の
国
債
で

支
給
。
平
成
12
年
か
ら
６
年
間

に
わ
た
り
毎
年
４
万
円
ず
つ
償

還
さ
れ
ま
す
。

対
象

昭
和
６
年
９
月
18
日

（
満
州
事
変
）
以
後
の
戦
没
者

な
ど
の
遺
族
で
、
平
成
７
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
11
年
３
月
31

日
ま
で
に
公
務
扶
助
料
、
遺
族

年
金
な
ど
の
受
給
権
者
が
死
亡

し
て
い
る
場
合
で
す
。

な
お
、
第
６
回
特
別
弔
慰
金

（
基
準
日
平
成
７
年
４
月
１
日
）

の
受
給
対
象
と
な
っ
て
い
る
場

合
は
、
今
回
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

受
付
窓
口

厚
生
福
祉
課
（
市

役
所
本
館
２
階
）
、
地
区
事
務

所※
請
求
書
な
ど
は
受
付
窓
口
に

あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

厚
生
福
祉
課

（
�
内
線
２
６
３
３
）
へ

で
す
。
そ
れ
は
、
か
み
合
わ

せ
を
悪
化
さ
せ
る
よ
う
な
舌

の
癖
が
か
か
わ
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
発
音
や
物
を
飲
み

み
切
れ
な
い
た
め
に

奥
歯
の
負
担
が
増
え

た
り
す
る
こ
と
を
説

明
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
開
咬

は
矯
正
治
療
の
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
一

般
的
に
難
し
い
治
療

先
回
、
奥
歯
を
か
み
合
わ

せ
た
と
き
、
上
下
の
前
歯
の

間
に
す
き
間
が
で
き
る
状
態

を
開
咬
と
呼
び
、
発
音
に
影

響
が
出
た
り
前
歯
で
物
を
か

し
に
く
く
な
り
ま
す
。
早
い

時
期
に
専
門
医
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（

市
歯
科
医
師
会
）

込
む
運
動
は
毎
日
の
生
活
の

中
で
頻
繁
に
行
わ
れ
ま
す

が
、
開
咬
で
は
、
そ
の
都
度
、

上
下
の
前
歯
の
す
き
間
に
舌

を
挟
み
込
む
癖
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
舌
は
常
に

前
歯
が
開
く
よ
う
な
力
を
か

け
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
前

歯
を
か
み
合
わ
せ
よ
う
と
す

開 咬
か い こ う

II
る
矯
正
力
を
打
ち
消

し
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
舌
運
動
の
癖
を
治

す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

併
用
し
な
が
ら
矯
正

治
療
を
行
い
ま
す

が
、
身
に
つ
い
た
癖

は
時
が
た
つ
ほ
ど
治

利用できる在宅サービスの例

・みだしなみや居室の掃除などの身の回りの世話に

何らかの介助（見守りや手助け）を必要とする

・立ち上がりや片足での立位保持などの複雑な動作

に何らかの支えを必要とする

・歩行や両足での立位保持などの移動の動作に何ら

かの支えを必要とすることがある

・排せつや食事は、ほとんど自分ひとりでできる

・問題行動や理解の低下がみられることがある

表　要介護１の人の平均的な身体の状態

講演会 子どもの人権侵害について
日時 12月18日午後２時40分～４時
会場 ホテルイタリア軒
問い合わせ 国際ソロプチミスト新潟・
小林（会場内�222-5664）へ

献血バス「ゆうあい号」

※受付時間は県赤十字血液センター（�230-1702）へ

12・13

12・14

12・16

12・17

12・19

12・20

12・21

12・23

12・24

12・25

NTT関屋ビル

新潟中央病院

市役所第１分館

新潟県信連

国際福祉医療カレッジ西堀校舎

新潟国際情報大学

日本文理高校

デッキイ401

三浦電機�東港工場

新潟交通�観光バス部

北陸ガス�新潟営業所

�新潟鉄工所（入船造船工場）

�新潟鉄工所（大形地区工場）

マクドナルド万代シテイ店前

日通商事�新潟支店

総合福祉会館

アクアパーク（仮称）建設工事所

マクドナルド万代シテイ店前

午前９時～正午

午後１時半～４時

午前９時～午後４時

午前10時～午後４時

午前10時～午後４時半

午前９時半～午後３時半

午前９時～午後３時

午前10時～午後３時半

午前９時半～11時半

午後１時半～４時

午前９時～11時半

午後１時～４時

午前９時～午後４時

午前10時半～午後３時半

午前８時45分～９時45分

午前10時45分～11時45分

午後１時半～４時

午前10時半～午後３時半

（関屋恵町）

（新光町）

（学校町通１）

（東中通１）

（西堀通３）

（みずき野３）

（新　　通）

（ 出 来 島 ）

（ 島 見 町 ）

（ 寺 山 ３ ）

（附船町１）

（入船町４）

（岡　　山）

（ 万 代 １ ）

（ 万 代 ４ ）

（八千代１）

（笠　　木）

（ 万 代 １ ）

月　日

午前10時～午後１時
午後２時～５時半
午前10時～午後５時半

会　　　　　　場 時　　　間

献血ルーム（全血・成分献血）
東堀（東堀パーク600、２階）第２・４火曜除く毎日　　　
ばんだい（万代シネモールビル２階）毎週水曜除く毎日

住 ま い の 相 談
日時 12月21日午前10時～午後３時
会場 建築国保会館（川岸町3）
内容 新・増・改築、住宅資金、ほか
問い合わせ 新潟地域住宅相談協議会
（�266-6650）へ

住 宅 建 築 相 談
日時 12月14・28日午前９時～午後４時
会場 市役所第１分館501会議室
内容 新・増・改築プランのアドバイ
ス、公的融資制度、ほか
問い合わせ 建築指導課（�内線3060）へ

平成12年度　市看護専門学校

看 護 学 生 募 集
試験日 １次試験…来年１月26日（学
科試験※国語�・�ただし漢文を除く、
数学�・Ａ、英語�・�）、２次試験…
来年２月５日（適性検査、面接、健康診
査）
試験会場 同校　募集人員 30人
受験資格 ①高等学校を卒業した人また
は来年３月卒業見込みの人②大学入学資
格検定合格者
修学年限 ３年（全日制）
願書受け付け 来年１月５日～14日
願書受付場所 紫竹山2-6-1、同校（�2
41-5640）へ　※郵送の場合は住所、氏
名を記入し200円切手を張った返信用封
筒（角２）を同封してください

新潟大学教育人間科学部

書 　 道 　 科 　 展
日時 12月17日～19日午前９時～午後
４時半（19日は午後３時まで）
会場 県民会館
問い合わせ 伊藤（�0250-23-1852）へ

報告会 北欧の介護施設を視察して
日時 12月22日午後２時～４時
会場 万代市民会館　参加費 500円
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 介護の社会化を進める新潟
県の会（�265-7530）へ

健 康 相 談
基本健康診査の受診記録票、健康手帳

のある人はお持ちください。
※印は栄養士による相談あり

12・15

12・17

12・13

12・17

12・20

12・21

12・22

12・24

12・27

12・16

地　区 月　日 会　　　場 時　間
赤 　 塚

坂 井 輪

石山・大江山

両 　 川

鳥 屋 野

関屋・中央

木　戸

山 の 下

大 江 山

松浜・南浜・濁川

入 　 舟

午前10時～11時半

午後１時～３時

午前10時～11時半
午後１時半～３時

午後１時半～３時

※赤塚連絡所

※西新潟市民会館

※石山地域保健福祉センター

※両川連絡所

※南地域保健福祉センター

※中央地域保健福祉センター

木戸公民館

※中地域保健福祉センター

※大江山農村環境改善センター

※北地域保健福祉センター　

※入舟分室

風しん抗体価検査
日時 １月11日午前9時半～10時受け付
け　会場 中央地域保健福祉センタ－
対象 18歳以上の女性（妊娠中の人を除
く） 参加費 800円
申し込み 保健所保健予防課（�内線
3643）へ　※予約制

安 産 教 室
内容 安産体操、分べんの経過、ほか
申し込み 保健所保健予防課（�内線
3643）へ　※予約制
月　日

１・14

１・26
１・28

会　　　　　場 受 付 時 間

東地域保健福祉センター

南地域保健福祉センター
坂井輪地域保健福祉センター

午前９時15分
～９時半

午後１時15分
～１時半

対　　象
平成 1 2 年
5・6月出産
予定の妊婦
（３回１コース）

母子健康手帳の交付
受付時間 午後１時～２時
持ち物 妊娠届出書、印鑑
月　 日 会　　　　　場 内　容

１／５・12
１／７

１／13・27

１／19

１／20
１／25
１／26

坂井輪地域保健福祉センター
南地域保健福祉センター
東地域保健福祉センター
中央地域保健福祉センター
石山地域保健福祉センター
中地域保健福祉センター
北地域保健福祉センター
西地域保健福祉センター

妊婦相談、
各種制度の
説明、歯科
健診、保健
指導


